土地賃貸借契約書
　　

を甲、　　　　　　　　　を乙として、甲乙間において甲所有の別紙物件目録の<1>記載の土地（以下単に「本件土地」という。）の貸借に関し、次のとおり契約する。

（本契約の目的）
第1条 　本契約は、甲及び乙が、本件土地に借地借家法第二二条に基づく定期借地権を設定することを目的とする。
（使用目的）
　第二条　　乙は本件土地上に別紙物件目録の<2>記載の建物（以下単に「本件建物」という。）を建築し所有することができる。
（期間）
　第三条　　この契約の期間は、平成何年何月何日から、五〇年間とする。
　　　２　期間満了時に本件土地上に建物が存在する場合でも、乙はこの契約の更新（土地の使用の継続によるものを含む。）を求めることができない。
　　　３　この契約が終了したときは、乙は本件土地上の建物の買取りを甲に請求することができない。
　　　４　この契約の存続期間中に本件建物が滅失した場合において、乙が本件土地上に建物を再建築したとしても存続期間の延長をしない。
（地代等）
　第四条　　乙は、この契約書調印と同時に、一平方メートル当たり金何円の割合による権利金を甲に対して支払うものとする。
　　　２　地代は、一平方メートル当たり月額何円とし、毎月末日限り翌月分地代を、乙は甲に対し持参又は送金により支払うものとする。
　　　３　乙が第一項の金員を支払わず、また前項の地代を二回以上遅滞したときは、甲は何らの催告なしに、この契約を解除することができる。
（転貸等）
　第五条　　乙は、事前の甲の書面による承諾なく、この契約により取得した本件土地貸借権を第三者に譲渡し、又は本件土地を第三者に使用させてはならない。
　　　２　乙が前項の定めに違反した時は、甲は何らの催告なしにこの契約を解除することができる。
（契約の失効等）
　第六条　　天災地変、公用徴収等、甲及び乙いずれの責にも帰すことのできない事由により、本件土地が使用できなくなったときは、この契約は失効するものとする。
　　　２　前項の場合には、甲乙相互に損害賠償の請求をしない。
（近隣等の関係）
　第七条　　乙が建物を建てて本件土地を利用するについては、近隣との協調を保ち、他に騒音、排気ガス等により迷惑をかけないようにしなければならない。
（契約終了後の措置）
　第八条　　この契約が終了したときは、乙は直ちに本件土地を原状に復したうえ、これを甲に返還しなければならない。
　　　２　乙が前項前段の義務を履行しないときは、甲は乙の費用において本件土地を原状に復することができる。
　　　３　乙が契約終了後なお本件土地を占有するときは、その日数に対し第四条第二項に定める地代の倍額に相当する損害金を、甲に対し支払わなければならない。
（規定外事項）
第9条 甲及び乙は、誠実にこの契約を履行するものとし、この契約に定めのない事項の生じたときや、この契約各条項の解釈につき疑義を生じたときは、相互に誠意を持って協議解決する。

　　以上のとおり契約したので、本書二通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各その一通を保有する。

　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　甲（貸主）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　乙（借主）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　物件目録

　<1>土地の表示
　　

　　　　　市　　　町　　　丁目

　　一、宅地　　　　　平方メートル

　<2>建物の表示
　　　　　市　　　町　　　丁目

　　鉄筋コンクリート造ビル
　床面積　　　　　平方メートル
　２　階　　同
　３　階　　同
　４　階　　同
　５　階　　同
　６　階　　同
　７　階　　同
　８　階　　同
　９　階　　同
　１０階　　　　　平方メートル
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